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研究内容 
［１］FWD を用いた道路橋床版の健全度評価 
・FWD (Falling Weight Deflectometer)を用いた道路橋

RC 床版の効率的かつ定量的な健全度評価システ
ムの構築が望まれている。 

・本研究では、道路橋床版のたわみに着目し、健全
度評価指標の提案、床版上アスファルト舗装の影
響評価、健全度判定区分の設定などを通して、本
システムの社会実装に向けた研究を行っている
[1]-[3]。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
［２］構造物の補修・補強関連 
・鋼構造物およびコンクリート構造物の補修・補強
に関する研究として、紫外線硬化型ガラス繊維シ
ート接着工法や内圧充填補強（IPH）工法を用い
た補修・補強効果およびその評価に関する研究を
進めている。 

・紫外線硬化型ガラス繊維シートは、施工性が良く、
構造物の表面保護を主目的としていたが、シート
の引張抵抗を期待した補修工法としての活用に
関する基礎研究を実施している[4], [5]。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・また、過去に補修・補強され、その後 30～40 年
が経過し、再劣化した構造物が顕在化している。
特に、鋼板接着補強された道路橋床版の再劣化に
対する補修対策として IPH工法に着目した研究を
進めている[6], [7]。 

 
［３］繊維補強コンクリート舗装の開発 
・コンクリート舗装の長寿命化と普及促進に向けた

研究を開始した。ポリプロピレン繊維を混練したコ

ンクリートを舗装材料として適用することを考え、

その最適配合、疲労強度、版厚低減および CO2 排出

量削減などの検討に着手している。[8], [9] 
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